











Establishment and characterization of OCUT -1， an undifferentiated 





























甲状腺未分化癌の手術標本より、 primarycel cultureを行った。 1)培養細胞の形態は敷石状・紡錘
形で、単層に増殖した。 2)ヌードマウス皮下への移植で100%の造腫蕩性を認めた。 3)染色体は、
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50XXで、 8、1、20番を中心に染色体異常を認めた。 4)甲状腺刺激ホルモン受容体、サイログロブリン
の発現は証明されなかったものの、甲状腺特異的転写因子TTF-1.Pax8.TPO mRNAの発現を認めた。
1年以上、 100代以上の継代を繰り返した後も安定した増殖を示し、細胞株として樹立した。ヒト甲状腺
未分化癌細胞株OCUT-1と命名し、次いでその生物学的特性を検討した。 1)倍加時間は約34時間、
2)培養上清中に甲状腺ホルモンの分泌は認められなかったが、 IL-1.G-CSFなどをはじめ種々のサイト
カイン、増殖因子が高値を示した。 3)p53遺伝子のexon5-9'こは変異を認めなかった。 4)細胞の不死化
に関与し、甲状腺分化癌では約50%にのみ低レベルで見られるtelomeraseが高い活性レベルで認められ、
そのcatalyticsubunit hTERT mRNAの明らかな発現を認めた。以上、新規に樹立した甲状腺未分化
癌細胞株OCUT-1は、上記のように未分化癌に特徴的な種々の生物学的特性に加えて、 telomeraseの高
い活性が見られ、今後、甲状腺未分化癌の発生や進展、治療法に係わる基礎的検討に有用であると考えら
れた。
本論文は、新規に樹立した甲状腺未分化癌細胞株の特徴を詳細に検討したもので、今後の甲状腺未分化
癌の発生や進展の解明、また新たなる治療の開発に寄与するものと考えられる。従って本研究は博士(医
学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
-11-
